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1．事業の概要
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【平成30年度の実施状況】
○地域3あい事業費補助金交付要綱に基づき、各地域で学びあいを実践する市民を対象に、地区の集会所を拠点とし、地
域の人々(子どもから高齢者まで)が学びあいやふれあい活動を通して、地域ぐるみで子育てに関わり、お年寄りを支える
「ふれあい・学びあい・支えあい」の地域づくりを目的として補助金を交付した。

・平成30年度実績
　1地区20万円まで　交付実績：46地区
　1地区10万円まで　交付実績：19地区

　延参加者数：72,919人

○補助金の内容
　・実施地区に対し、年間事業実施数により20万円もしくは10万円を上限として補助を行う。
　・事業内容は、各地区で自主的に計画する。
　・年間事業実施数は、区民全員を対象とした事業を10回以上もしくは5回以上とし、そのうち子どもを含む事業を
　　それぞれ5回以上もしくは2回以上実施する。
　・職員は、補助金の申請書・実績報告書等提出書類の指導事務、効果的な事業を進めるための相談、事務、
　  関係機関(出前講座や市民講師)との調整事務を行った。
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新基本計画
（平成26年～平成30年）

基本施策 16 展開方向 2

予算区分 一般会計

地域３あい事業

令和２年度以降

款 0402 中大

～

教育委員会事務局

生涯学習課

担当部

担当課

10　教育費
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４．総合評価
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事務事業評価による額

○地域協議会等の動向を注視していく必要がある。
○地域協議会で実施する事業と重複しないように、地域協議会と情報共有を図った上で、小規模な
区という単位だからできる学びを通じた地域住民のふれあい活動を支援していく。
○地域3あい事業として適切な事業が実施されるように指導、助言を行うとともに、事業に携わる関
係者の情報交換の機会を設け、負担感の軽減を図る。
○地域の学び合いをとおして、地域のつながりづくりに貢献しており、当該事業の規模を維持し継続
して行っていくことと判断した。

予算区分

改善点は見られない 改善点が若干見られる 大いに改善すべき

○直接経費・人件費については、横ばいに推移している。
○地域の幼児から高齢者までが、学びあいやふれあい活動を通じて、地域ぐるみで子育てにかか
わり、お年寄りを支える「ふれあい・学びあい・支えあい」の地域づくりを目指し、地域の人々が自主
的に講座や事業を実施できるように支援し、多くの人の参加を得ることができた。
○役員の高齢化等により、一部では運営を負担に感じる声も聞いており、担い手不足などの課題を
抱えている。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの
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